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放電を利用したアーク溶接はあらゆる産業分野で大きな役割を果たしている。交流
アーク溶接では電気の向きが変わる度に放電が消滅する。再放電に必要な高い電圧を
リアクタンスで得るため、電圧より電流の波形が遅れる位相差が生じ、仕事に使われ
ない余計な消費電力となっていた。本機は位相差を解消する進相コンデンサで、大幅
な節電を実現した世界最初期の高力率型可動鉄心形交流アーク溶接機である。溶接技
術の発展を示す資料として重要である。
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所 在 地
大阪府豊中市

パナソニック コネクト株式会社


